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業として，観光政策の歴史を整理することとする。
この間のインバウンドとアウトバウンドの人数については，図表 1 に示す。観光関連
の年表については，図表 2 ，図表 3 に示す。
図表 1 　訪日旅行者数と出国日本人数
観光立国の意味を考える
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図表 3 　観光年表⑵／2002年以降／事項別
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場合は，それが国の正面の政策として取り上げられることがなかったということである。
2 － 2 　アウトバウンドの時代





























さらに，1998（平成10）年 3 月31日に閣議決定された第 5 次全国総合開発計画「21世
紀の国土のグランドデザイン―地域の自立の促進と美しい国土の創造―」では，第 2 部
が「分野別施策の基本方向」の第 2 章「文化の創造に関する施策」は，第 1 節「ゆとり
観光立国の意味を考える






2 － 3 　再びインバウンドの時代
2 － 3 － 1 　観光立国への助走
2002（平成14）年， 5 月31日から 6 月30日までの31日間，「2002FIFAワールドカッ
プ」が日韓の共催で開催された。開催を前にして，国や自治体において国際観光への関
心が一気に高まった。















同年 1 月14日，観光立国懇談会の開催が決定（内閣総理大臣決裁）， 1 月24日，木村







「観光立国関係閣僚会議」の随時開催が決定され（閣議口頭了解）， 5 月21日の第 1 回会
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議では，今後の取組みについて，以下の案が検討された。





















会議申し合わせ）， 5 月24日，第 1 回会議が牛尾治朗座長（ウシオ電機株式会社代表取
締役会長）を中心に開催。







年 1 月 1 日，施行された。
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2 － 3 － 5 　ビジット・ワールド・キャンペーン／もっと海外へ
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2 － 3 － 8 　政策の継続と目標の前倒し
2009年 8 月30日の衆議院選挙では，民主党が115議席から308議席へ躍進，民主党政権
が誕生した。


















2 － 3 － 9 　Visit Japan Year 2010
2009年12月25日，観光庁から，「「Visit Japan Year 2010」冬キャンペーンを実施しま
す！」の報道発表があった（観光庁／報道発表2009-12-25）。「「ビジット・ジャパン・
キャンペーン」（VJC）の目標年である2010年を「Visit Japan Year」（VJY）と位置づけ，
VJYの目玉の 1 つである冬キャンペーンを2010年 1 月～ 3 月にかけ実施します」，とあ
観光立国の意味を考える























2010年 1 月 4 日，観光庁は，溝畑宏（元㈱大分フットボールクラブ代表取締役）を新












社会学部論叢　第20巻第 2 号2010. 3〔40〕
を持つことが出来るのか。
3 － 1 　国際交流の視点から
3 － 1 － 1 　外客2000万人時代のイメージ
VJCでは，2003年度は韓国，台湾，アメリカ，香港，中国の 5 つの国と地域，2004










万人 ％ 万人 ％
韓国 238 28.5% 400 20.0%
台湾 139 16.6% 200 10.0%
中国 100 12.0% 600 30.0%
香港 55 6.6% 80 4.0%
タイ 19 2.3% 70 3.5%
シンガポール 17 2.0% 70 3.5%
マレーシア 11 1.3% 40 2.0%
その他のアセアン諸国 19 2.3% 30 1.5%
インド 7 0.8% 20 1.0%
その他アジア 10 1.2% 20 1.0%
英国 21 2.5% 30 1.5%
ドイツ 13 1.6% 30 1.5%
フランス 15 1.8% 40 2.0%
その他の欧州諸国 33 4.0% 90 4.5%
ロシア 7 0.8% 20 1.0%
アフリカ 2 0.2% 10 0.5%
米国 77 9.2% 130 6.5%
カナダ 17 2.0% 40 2.0%
中南米 8 1.0% 30 1.5%
オーストラリア 24 2.9% 40 2.0%
オセアニア 3 0.4% 10 0.5%
合計 835 100.0% 2000 100.0%
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2020年2000万人時代における訪日外国人は， 1 位が中国の600万人， 2 位が韓国の400








るが，近い将来においては，訪日外国人の 2 人に 1 人は，中国人か韓国人となる。この
ことを踏まえてのVJCでなければならない。
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で第 1 回日中韓観光大臣会合が開催された。2007（平成19）年 6 月，中国の青島市で第
2 回会合，2008（平成20）年 6 月，韓国の釜山，済州，忠清北道で第 3 回会合，2009年
には再び日本に戻り，名古屋で第 4 回会合が開催されている。
3 － 2 　地域振興の視点から
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　http://www.kantei.go.jp/jp/koizumispeech/2003/01/31sisei.html
JNTO ／2008訪日外客数（総数）（2009-12-09），
　http://www.jnto.go.jp/jpn/downloads/2008_total.pdf
